
高等学校 地理歴史科（歴史総合） 学習指導案 

指導者 鶴田 輝樹 

日  時 令和 7年 12 月 16 日（火） 第 6 限 14：25～15：15  

場  所 Ⅰ－1HR 教室 

学年・組 高等学校Ⅰ年 1 組 42 人 

単  元 現代と私たち 現代的な諸課題の形成と展望 

目  標 1．万国博覧会の歴史的背景及び、特に 20 世紀に開催された万博が開催当時の社会

状況と密接に関連していることを理解する。（知識･技能） 

2．グローバル化にともない生活や社会が変化したことを示す資料を取り上げて、情

報を読みとったりまとめたりすることができる。（思考力･判断力･表現力等） 

3．現代社会の諸課題に対し、みずから歴史的な見方や考え方を活用して分析し、課

題を明らかにするとともに、将来を展望することができる。（学びに向かう力・人

間性等） 

指導計画（全 2 時間） 

 第一時 ICT を活用しながら、万国博覧会の歴史的背景について概観する。 1 時間 

第二時 20 世紀に開催された万博が、開催当時の社会状況と密接に関連していることを、協働

的な学びを通してまとめるとともに、大阪・関西万博から現代社会の諸課題について

考える。 1 時間（本時 2/3） 

第三時 自ら考えた課題を、新聞(社説)の形式でまとめ、クラス全体で共有する。 1 時間 

授業について 

2022 年度から高等学校で必修化された新科目「歴史総合」は、現行の学習指導要領において、

「現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解する」こと，「歴史に見られる課題を把握

し解決を視野に入れて構想する」こと，「近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよ

い社会の実現を視野に課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養う」ことが目標として示

されている。 

原田(2019)は、私見として、「歴史総合」の授業を創る上で、持続可能な社会の視点が重要であ

り、そのような社会の実現には、ユニバーサリティとパートナーシップが不可欠であるとしてい

る。そこで本授業では、各国が国を超えて、相互に共同・提携し取り組んできた「万国博覧会」

を題材として、現代的な諸課題の形成過程を明らかにしたうえで、その展望について考察する。 

導入では、前時の復習として ICT を活用しながら、万博の歴史的背景やその意義等について確

認する。展開①では、20 世紀を中心に開催された万博のテーマ(その時代において新規性のある

科学技術の発展や、国際的に共有された課題などとの関わりが深く、その時期における国際的関

心の所在を反映している)に着目し、当時の社会との関わりについて、協働的にまとめる。展開②

では、2025 年に開催された大阪・関西万博に関する新聞記事(社説)を資料として、現代社会の諸

課題について考察する。指導上の留意点として、社説をただ読ませるのではなく、その構造・構

成についても説明する。終結では、30 年後の万博テーマを考えることで、現代的な諸課題の展望

について構想する。また、ICT(新聞制作アプリ「ことまど」)を活用して生徒同士の意見を共有さ

せることで、生徒が自発的に現代的諸課題への認識を深めることを期待する。 

現代的な諸課題の解決を導き出すことは限りなく難しいことではあるが、解決のために歴史を

学び、探究し、生徒自身が問い続けることができる生徒の育成をめざしている。なお、本授業

は、第Ⅲ部「グローバル化と私たち」の導入授業としてだけでなく、歴史総合全体のまとめとし

ての位置付けも想定している。 

 



題  目 現代的な諸課題を展望する歴史総合の授業実践－「万国博覧会」を事例として－ 

本時の目標 

 1. 万博の歴史的背景及び歴史的事象との関わりについて理解する。（知識・技能） 

2. 社説の構造・構成原理を理解した上で、自分の考えについてまとめる。（思考･判断･表現） 

3. 万博について分析する際、主体的・協働的に取り組むとともに、授業課題について積極的に

自分の考えを表現することができる。（学びに向かう力・人間性等） 

本時の評価規準（観点／方法） 

 1. 社説の構造及びその構成についてまとめることができる。（技能／ワークシート） 

2. 社説の構造・構成原理を用いて、実際の社説の記事内容を整理することができる。（思考･

判断･表現／ワークシート） 

3. 今後予想される社会的諸課題について自分なりの考えを表現することができる。（主体的に

学習に取り組む態度／ワークシート等） 

本時の学習指導過程 

学習内容 学習活動 指導上の留意点 

【導入】(10 分) 

〇万国博覧会の歴史

的背景について理解

する。(前時の復習) 

                 

・スライド資料から、これまで学

習した内容について確認す

る。 

                  

・日本と万博の出合いや現代とのつなが

りを示し、生徒の興味・関心を引き出

す。 

【展開①】(15 分) 

○20 世紀に開催され

た万博とその時代背

景との関連について

考察する。 

 

・万博の「テーマ」に着目し、そ

れが当時の社会のどのような

課題を反映したものかについ

て仮説を立てる。 

・万博と開催当時の社会状況と

の関連性についてペアワーク

で理解を深める。 

 

・ペアワークの準備段階として、個人単位

で考察する時間を設ける。 

・教科書本文ページや資料集を用いて

仮説を検証させ、内容をワークシート

にまとめる。 

・万博開催地の地図を活用して、地理的

な特徴についても考えさせる。 

【展開②】(20 分) 

〇2025年の大阪・関西

万博から現代社会の

諸課題について考察

する。 

 

 

・紙媒体で配付した大阪・関西万

博に関する各新聞社の社説を

読み比べる。 

・大阪・関西万博を通して現代社

会の諸課題および今後の展望

について考える。 

 

 

・中国新聞の社説を例にして、社説の

構造について解説する。 

・社説の構造を示したワークシートを

活用して、生徒自身の考えをまとめ

させる。 

【終結】(5 分) 

〇これまでの学習を

踏まえ、30年後の地球

社会について創造す

る。 

 

・これまで学んだことを踏まえ

た上で、30 年後に開催される

万博のテーマについて考え

る。 

 

・新聞制作アプリ「ことまど」を活用

して、万博に関する社説を書かせる。 

・完成したものは「ことまど」を通じ

てクラスの中で共有する。 

【参考文献】 

・原田智仁，『高校社会「歴史総合」の授業を創る』，明治図書，2019. 

・稲葉茂勝/渡邉優，『万国博覧会－知られざる歴史と SDGs とのつながり―』，ミネルヴァ書房，

2023年. 

30 年後の万博のテーマについて考えてみよう。 



 



万博テーマ一覧                       組   番 名前                                       

〇万博のテーマの背景には何があったか、開催時期の社会との関連について考えてみよう！ 

開催都市(国) 開催年 テーマ 特徴 社会との関連 

シカゴ(アメリカ) 1933 進歩の世紀 電気調理器具など/新たな交通機関/満州館出品  

ブリュッセル(ベルギー) 1935 民族を通じての平和 ベルギー鉄道開通 100 周年を記念  

パリ(フランス) 1937 現代生活の中の芸術と技術 ゲルニカの展示/独・その敵対的展示  

ニューヨーク(アメリカ) 1939 明日の世界の建設と平和 飛行機による旅行・防衛/独不参加  

ポルトープランス(ハイチ) 1949 平和の祭典 発展途上国での開催  

ブリュッセル(ベルギー) 1958 科学文明とヒューマニズム スプートニクの展示/国際機関招聘/植民地展示  

シアトル(アメリカ) 1962 宇宙時代の人類 「植民地展示」一掃/NASA の展示  

モントリオール(カナダ) 1967 人間とその世界 ソ連、開催地の権利返上/「一つのカナダ」強調  

大阪(日本) 1970 人類の進歩と調和 月の石展示  

セビリア(スペイン) 1992 発見の時代 統一ドイツの参加/バルト三国参加  

ハノーファー(ドイツ) 2000 人間・自然・技術 環境保護重視  

愛知(日本) 2005 自然の叡智 環境配慮、地球大交流、市民参加  

上海(中国) 2010 より良い都市、より良い生活 未来都市や環境問題への取り組み  

ミラノ(イタリア) 2015 地球を養う。命のためのエネルギー 飢餓や食料問題の提起  

ドバイ(アラブ首⾧国連邦) 2020 心を繋いで、未来を創る 最先端技術/サステナビリティ  

大阪(日本) 2025 いのち輝く未来社会のデザイン 先端技術の実証と SDGs の達成に

向けた共創 

 

リヤド(サウジアラビア) 2030 変化の時代 共に先見性のある明日へ   

     

※1933～2025 年までの一般・登録博覧会を抜粋 



万博世界地図 

  
                                                      ※1929～2025 年までの一般・登録博覧会 

【上の地図からあなたが考えたことをまとめよう！】 

 

 



 「社説」の構造・構成について知ろう！  
 

〇「社説」とはどのような構造になっているだろう？ 

 

 

〇「社説」はどのように構成されているだろう？ 

 

見出し 記事(本文)

エピソード(事実) 解説

出来事 「評価」

「出来事の主要部分」 「歴史的背景」 「出来事の影響」 「識者などの反応」

社　説

出来事の結果と反応 「今後の予想」
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□社説を読んだ感想 

□社説を読んだ感想 

中国新聞「社説」(10/14 付) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝日新聞「社説」(10/14 付) 



□社説を読んだ感想 

産経新聞「社説」(10/14 付) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇万博に関する「社説」を書いてみよう！ 
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実践上の留意点 

 

１．授業説明 

本授業の趣旨は、高等学校「歴史総合」において、学習指導要領に示された「目標」「内容の取扱い」

をできる限り具現化し、学習指導過程のモデルを示すことである。 

現行の学習指導要領において、「歴史総合」の目標には以下の記述がみられる。実践者は特に下線の

部分を意識しながら本授業モデルの作成に取り組んだ。 

(1)近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉

え、現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解するとともに、諸資料から歴史に関する

様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

※下線は実践者がつけたもの 

2022年度から高等学校で必修化された新科目「歴史総合」は、現行の学習指導要領において、「現

代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解する」こと、「歴史に見られる課題を把握し解決を

視野に入れて構想する」こと、「近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現

を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする態度を養う」ことが目標として示されている。 

実践者は、世界と日本を相互的な視野から捉えるために、各国が国を超えて、共同・提携し取り組

んできた「万国博覧会」を題材とした。2025年に大阪・関西万博が開催され、生徒が興味・関心を

持って学習に取り組めることもねらいとした。 

導入では、前時の復習として ICT を活用しながら、万博の歴史的背景やその意義等について確認

した。展開①では、20世紀を中心に開催された万博のテーマ(その時代において新規性のある科学技

術の発展や、国際的に共有された課題などとの関わりが深く、その時期における国際的関心の所在を

反映している)に着目し、当時の社会との関わりについて、協働的にまとめた。展開②では、2025年

に開催された大阪・関西万博に関する新聞記事(社説)を資料として、現代社会の諸課題について考察

した。指導上の留意点として、社説をただ読ませるのではなく、その構造・構成についても説明し

た。終結では、30年後の万博テーマを考えることで、現代的な諸課題の展望について構想した。ま

た、ICT(新聞制作アプリ「ことまど」)を活用して生徒同士の意見を共有させることで、生徒が自発

的に現代的諸課題への認識を深めることを期待した。 

 

２．研究協議 

・近代における万博に関する説明がメインとなり、生徒の思考する時間が短かったのでは？ 

→想定よりも説明する内容が多くなってしまった。より学習内容を精査し、生徒が思考・判断する時

間をとるべきであった。 

・万博をテーマにすることで、考察する現代的な諸課題が制限されるのでは？ 

→特に 2000 年代の万博に関しては、SDGs の推進がメインとなり、そこから当時の歴史的背景や社会

問題を見いだすことは難しかった。 

・教科書や資料集から、万博に関する考察を深めることは難しいのでは？ 

→特に歴史総合の教科書・資料集だけだと、情報量が限られてしまった。ICT や新聞データベースな

どを上手く活用する必要がある。 


